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本
人
の

太
平
洋
島
嶼
へ

の

無
関
心

中
島
　
洋

　
四
月
二

十
一

日

号
の

『

サ

ウ

ス

。

シ

ー
・

ダ
イ
ジ

ェ

ス

ト
』

の

記
事
を
ト

ッ

プ

か

ら

見
て

行
く
と

、

ま
ず

ア

ジ

ア

開
発
銀
行
の

年
次
出
版
物
『

ア

ウ

ト

ル

ッ

ク
』

が
、

太．
半
洋
島
嶼
各
国
は

、

そ

の

限

ら
れ

た

資
源
を

最
大
限
に

利
用
し

よ

う
と

思
う
な

ら

ば
、

公
共
セ

ク

タ
1

の

効
率
を

上
げ
ね

ば
な

ら
な
い

、

そ

の
一

つ

の

方
法
は

民
営
化
だ

と

述
べ

て

い

る
と

、

記
事
の

概
要

を

紹
介
し

て

い

る
。

　

次
は

、

ヴ
ァ

ヌ

ア

ツ

の

ペ

ン

テ

コ

ス

ト

島
で

毎
年

四

月
か

ら

五

月
に

か

け
て

行
な

わ
れ

て

い

た

「

ラ

ン

ド

・

ダ
イ

ヴ
」

が
、

本
来
の

ヤ

ム

イ

モ

の

豊
作
を

願

う

行
事
か

ら

離
れ
プ

丶

あ
ま

り
に

も
観
光
客
向
け

に

商
業
化
さ

れ
、

文
化
的
な

意
義
が

失
わ

れ

る

恐
れ

が

出
て

き
た
の

で
、

今
年
は

中
止
さ
れ

る

こ

と
に

な
っ

た

が
、

　一

部
の

地
域
で

は
、

中
止
に

反
対
し

て

い

る

と

の

報
道
で

あ

る
。

　
三

番
目
は

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

の

十
四
の

大
学
と

七
つ

の

短
大
が

、

ス

ヴ
ァ

で
＝ 、

日

間
の

教
育
に

関
す

る

展
示

会
を
開
催
し
た
と
い

う
ニ

ュ

ー

ス

で
、

フ

ィ

ー

看
h
ノ

癖

ジ

ー

で

は
、

こ

の

催
し

は

三
［

凹

目
だ

が
、

今
回
初
め

て

ト

ン

ガ

と

西
サ

モ

ア

へ

巡
回

す
る
と

い

う
。

　
四
つ

目
の

記
事
は

、

バ

ン

ク
・

オ

ブ
・

ハ

ワ

イ

が
、

ヴ
ァ

ヌ

ア

ツ

に

開
設
し
て

い

た

銀
行
の

ヴ
ァ

ヌ

ア

ツ

政
府
所
有
分
の

株
式
を

買
い

取
り

、

一

〇
〇
％

所
有

の

支
店
と

し

た
と

の

報
道
で

あ

る
。

付
随
し

て
、

バ

ン

ク
・

オ

ブ
・

ハ

ワ

イ

は

過
去．
．

年
閤
に

、

仏
領
ポ

リ

ネ
シ

ア
、

フ

〆，

ジ

ー
、

ニ

ュ

ー

カ

レ

ド
ニ

ア
、

パ

プ

ア

・

ニ

ュ

ー

ギ

ニ

ア
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島

、

ヴ
ァ

ヌ

ア

ッ
、

西冖
サ

モ

ア

に

珥ハ
地

法
人
の

銀厂
何

を

開
設
し
て

い

た

と

触
れ

て

い

る
。

　
五

番
目
は

、

マ

ー

シ

ャ

ル

諸
島
共
和
国
の

保
健

，

環
境
省
が

、

六
百
人
の

子
供
を

対
象
に

調
査
し
た

と

こ

ろ
、

ビ

タ
ミ

ン

A
が
正

常
な

レ

ベ

ル

に

達
し
て

い

た

者
は
一

人
も
お

ら

ず
、

こ

れ

は

輸
入
食
品
が

原
因

で

あ
る

と
の

ニ

ュ

ー

ス
。

　
六
番
目
は

、

米
国
が
フ

ィ

ジ

ー

の

ナ

ム

プ

ア

に

あ

る

南
太
平
洋
応

用
地
球
科
学

委
員

会
（

○伽
（

）

℃

＞
O
）

本
部
に

、

地

球
局
設
置
用
と

し

て

四

万
ド

ル

を

供
与

し

た
の

で
、

加
盟
各
国
は
ピ

ー

ス

サ

ッ

ト

を

通

じ
て
、

SOPAC

の

太
平
洋
諸
島
資
源
・

環
境
情
報
サ

ー

ビ

ス

を

受
け

ら

れ

る
よ

う
に

な

る

と
の

報
道
だ

。

　

『

サ

ウ

ス

・

ン

；
。

ダ
イ

ジ

ェ

ス

ト
』

（

SSD

）

に

は
、

こ

れ

ら
の

記
事
に

続
い

て

約
三

卜
項
目
ほ

ど

の

ニ

ュ

ー

ス

が

載
っ

て

お

り
、

一
．

週
間
ご

と

に

シ

ド

ニ

ー

で

発
行
さ
れ

、

航
空

便
で

送
ら
れ

て

く
る

が
、

太
平
洋
学
会
事
務
局
で

は
、

こ

の

ほ

か

ワ

シ

ン

ト

ン

で

発
行
さ

れ
て

い

る

『

ワ

シ

ン

ト

ン

・

パ

シ

フ

ィ

ッ

ク
・

レ

ポ

ー

ト
』

（

月
二

回
刊
）

な

ど

を

購
読
し
、

さ

ら
に

は
、

米
国

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

の

各
大
学
の

太
平
洋
諸
島
研
究
所
等
の

ニ

ュ

ー

ス

・

ブ

レ

テ

ィ

ン

な
ど

を

付
き

合
わ
せ

て
、

太
平
洋

の

島
々

に

関
す
る

情
報
を

キ
ャ

ッ

チ

し

て

い

る
。

　
日

本
で

も、

最
近
で

は
、

「，

COCONUTS

通
信
」

、

「

JAPIC

の

部
屋゚
」

な

ど
、

太
平
洋
諸

島
に

関
す
る

ニ

ュ

ー

ス

を
無
料
で

提
供
し
て

い

る

発

信
元
が

出
て

き

た
が

、

無

料
で

は

あ
る

も
の

の

地
域

や

内
容
が

片
寄
っ

て

お

り
、

総
合
的
な
ニ

ュ

ー

ス

．

ソ

ー

ス

で

は
な
い

。

　一

日

も

早
く、

日・
本
で

も
豊
富

な

太
平
洋
諸
島
情
報
が

有
料
で

発
信
さ
れ

る

よ

う
に

な
る

と

い

い

の

だ

が
、

そ

れ
が

商
売
と
し

て

成
り
立

つ

可
能
性
は

全
く
な

い
。

　

太
平
洋
学
会
の

赤
澤
璋
一

会

長
は
、

『

海
外

投
融

資
』

一

月
号
の

「

随
想
」

欄
で

、

次
の

よ

う
に

書
い

て

い

る
。

　
　
　

そ

れ

に

し

て

も
、

日

本
人
は

な

ん

と

南
に

つ

い

て

無
知
で

無
関
心
な

の

だ

ろ

う
か

。

北
に

ロ

シ

ァ
、

西
に

中
国

、

東
に

ア

メ

リ
カ

と

い

う

巨
大
な

大

陸
国
家
に

囲
ま

れ
て

い

る

日

本
、

海
洋
国
家
と

し
て

の

牛
き

方
を

も
っ

と

真
剣
に

模
索
し
な

け

れ
ば

な

ら

な

い

は

ず
の

目

本
が

で

あ
る

。
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